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〇 本発表は、鹿児島大学大学院教育学系山本
朋弘准教授の指導の下、熊本県高森町立高森東
学園義務教育学校石井 佑介教諭が、日本教育
工学協会（ＪＡＥＴ）全国大会で発表した取り
組みをもとに作成したものである。

〇 文部科学省委託事業「人口減少社会における

ＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る

実証事業」に関する研究実践である。



１．はじめに

２．高森町の教育改革

３．研究の実際

（１）教員の専門性を生かす遠隔授業

（２）遠隔での協働学習

４．まとめ

５．今後の課題



高森中央小学校２６５名
高森中学校 １３５名

高森東学園義務教育学校
４０名（後期課程14名）

• 位置
熊本県最東端
九州の中央部

• 人口
６，６００人

• 学校
小学校・中学校各１校
（高森中央小学校 高森中学校）

義務教育学校１校
（高森東学園義務教育学校）

車で４０分の距離
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高森に誇りを持ち、夢を抱き、元気の出る教育

１ 高森の子ども達に「 」と「 」を醸成する。

２ 高森の地域性を生かした「 」を推進
する。

３ 高森町行政と連携した「 」を推進する。

４ 高森町教職員の資質を高める「 」
を図る。

＜重点施策＞
コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育・
ふるさと教育

＜ねらい＞



文部科学省委託事業（Ｈ２７～）
「人口減少社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業」

○専門教員の不足（技術科教員⇒美術・家庭科兼任）

○学習形態の多様化が困難（最小３名、最大７名）

○多くの人や意見との出会う機会が少ない

◎教師の授業力向上

◎児童生徒の学力向上



Ｈ２４から段階的に導入

・電子黒板常設（全教室）
・デジタル教科書完備

・タブレット端末（一人一台）
・学習支援ソフト
・無線ＬＡＮ整備
・Ｗｅｂカメラ

・テレビ会議専用機



た：導入（課題把握）
も：展開後段（学び合い）

か：展開前段（個人思考）

り：終末（振り返り）

両校の板書を統一



➢専門外教科指導における教育の質の向上

➢小規模校の学び合いの機会を生む
➢学習形態の多様化



教員の専門性を生かす遠隔授業

交流校の専門教員と
遠隔で打ち合わせ

➢板書計画・役割分担
➢画面操作確認
➢指導技術を学ぶ



教員の専門性を生かす遠隔授業



高森中学校 高森東中学校

1班

２班

３班

４班 ６班

５班

ＴＰＣ

ＴＰＣ

ＴＰＣ

ＴＰＣ

ＴＰＣ

ＴＰＣ

グループへの個別参加学習形態

遠隔での協働学習



遠隔での協働学習



専門教員によるまとめ

遠隔での協働学習



○専門的な指導技術の学び
○作品の質の向上

○多様な考えに多く触れる機会の保証





〇 少人数でありながら、多様な考えに
触れることが可能であること

○ 遠隔地でありながら、専門的な知識
や技能を習得できること

〇 少人数だからこそ、個に応じた指導
が充実し、合同授業の中で自律的な学
習を展開できること
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•単元導入時に専門教員とつなぎ、学習の
ポイントを示していただくことは説得力
があり良かった。

•絵の指導を特に苦手としていたので、専
門教員が手描きした作品の見本を、単元
導入時に提示していただいた点が良かっ
た。

•苦手としていた絵の指導に関して、テレ
ビ会議や直接対面で指導いただくことが
できて、実際の指導に役立った。



•専門教員が指導した生徒たちとの遠隔グ
ループによる対話的な学びを展開するこ
とで、本校生徒の作品の質が向上した。

•遠隔合同授業を実施する単元において、
単元計画を専門教員と一緒に作成するこ
とで、遠隔でつながない授業においても、
指導のポイントを明確につかむことがで
き、実際の指導に役立った。



〇 教師単独での遠隔授業について
・事前に交流先の担当者と、それまでの進め
方や進捗状況などについて綿密に打ち合わ
せを行った上で授業を行う必要があるため、
新たな授業展開のアイデアが見つかること
がある。

・交流先の担当者に対して授業の進め方や過
去の生徒作品の活用などアドバイスするこ
とができるため、交流先の担当者としても
教材研究、スキルアップにつながるのでは
ないかと考える。



•作品を見てアドバイスを行う際、色について、
カメラや画面を通しているため、色の見え方や
濃淡など、繊細な部分や細かい部分について難
しい場合がある。

•立体作品の制作については、作品に実際に触れ
ることができないので、指導に際しては工夫が
必要と考える。

•その場で実演する形での指導や、机間指導など、
生徒が制作中に技能的なアドバイスを行うこと
は難しい。

•担当者同士の打ち合わせ時間がなかなか取れな
い。教師の負担感は大きいと感じる。


